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イーサネット）」をモデルとして、WIDEプロ

ジェクトが1994年4月から実験を始めた。

それがNSPIXPである（図1）。NSPIXPは

ニュートラルで非営利の実験機関であり、

保証がされているものではない。

NSPIXPには現在30社くらいが相互につ

ながっている。始まった当初は、商用プロ

バイダーがどういうふうに相互に接続する

かというモデルすらなかった。そこで、当時

のプロバイダーが数社集まり、すべてIPレ

ベルでつなぐというコンセンサスができた。

各プロバイダーからNSPIXPへの回線は、

全て1.5Mbpsである。この理由は、無制限

に太い線をNSPIXPにつないでしまうと、

トラフィックがかかってしまい、他のプロ

バイダーの邪魔になってしまうかもしれな

いからだ。そこで「バルブにする」という

発想が出た（図2）。

たとえばAというプロバイダーからもBと

いうプロバイダーからもNSPIXPまで

1.5Mbpsでつながる。A社から見たときに

相手が今20とか30あるわけだが、それはA

社にとってみれば、1.5Mbpsしか自分のバ

ックボーンはつぶされない。そうして「バ

ルブを設けるから、NSPIXPにつながって

いるすべてのネットワークはお互いにデータ

日本に商用プロバイダーがサービスを開

始するまでは、日本のインターネットは学

術ネットワークが相互接続してできていた。

商用プロバイダーができたときに「既存の

アカデミックなネットワークとどのようにつ

ながるのか」ということが問題になった。

下手をすると、商用のネットワークと学術

のネットワークがまったく別個にできてしま

う。そのような危機感から、海外の「CIX

（コマーシャル・インフォメーション・エクスチ

ェンジ）」や「MAE（メトロポリタン・エリア・
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本誌に毎号掲載している「商用ネットワークサービスプロ

バイダー接続マップ」の中心部に、「NSPIXP」と書か

れた三重丸があることにお気づきだろ

うか？　NSPIXP（ネットワーク・サー

ビス・プロバイダー・インターネット・エ

クスチェンジ・ポイント）とは、WIDEプ

ロジェクトと商用ネットワークサービス

プロバイダーとの共同研究プロジェクト

で、商用プロバイダー間やWIDEインターネット間のトラ

フィック交換を目的とする設備である。複数のプロバイダ

ー間の相互接続のポイントをIX（インターネット・エクス

チェンジ）というが、現在、世界に数か所あり、それぞれが

さまざまな形態で運営されている。

NSPIXPもIXの1つだ。そして今、接

続 マップ上 に新 たな日 本 の I X

「NSPIXP2」が登場しようとしている。

このプロジェクトの中心人物ともいえ

る、慶応義塾大学環境情報学部助手で

WIDEプロジェクトの中村修さんにお話をうかがい、それ

を元にNSPIXP2に迫ってみた。

NSPIXPはネットワークの
断絶を防ぐために作られた
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NSPIXPへの接続速度に制限をかけないと、BからAを経由してC、Dに流れるデータの量が増え、
CからAまでの間とDからAまでの間のトラフィックが重くなってしまう。

図2
NSPIXPへの接続速度に制限をかけない場合 NSPIXPへの接続速度を1.5Mbpsに制限した場合
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主要なプロバイダー間で最低限のコネク
ティビティーを確保するためにNSPIXP
「1」は生まれた。図1

NSPIXPがない場合

NSPIXPがある場合

NSPIXP2の始動はインターネット
のパフォーマンス向上のため
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のやり取りができるようにしよう」という

考え方に参加者が賛成した。つまり、

NSPIXPはどのようなプロバイダーが来ても

ほかのプロバイダーがすべてルーティングを

開いてくれるという場であり、そこにつな

いでいるプロバイダーは最低限のコネクテ

ィビティーは保証されるということだ。

現在、NSPIXPはイーサスイッチを使っ

て、10Mbpsの帯域をフルに使ってデータ

のやり取りができるようになっているが、近

年のインターネットユーザーの増加により、

全体のトラフィックが増えてきた。開始当

時に比べて、現在ではもう今のパフォーマ

ンスでは処理できないくらいに膨れ上がっ

たということである。各プロバイダーから

NSPIXPへの1.5Mbpsがボトルネックになっ

てきてしまった。そしてそれが「NSPIXP2」

を作る発想のもとになっている。つまり、

NSPIXP2はインターネットのパフォーマンス

を今よりもよくしようという考えに基づい

ている。

パフォーマンスは飛躍的な向上が
期待できる

NSPIXP2はすでに準備試験運用中であ

り、正式な開始は10月1日である。

機器の構成としては高速なデータ転送を

行うギガスイッチが2台置かれ、1台が落ちて

も、もう1台がバックアップできるという信

頼性に富んだ機器を導入した。これらは国

内の主要なプロバイダーがNOCを持つ

KDDビルに置かれる。パフォーマンスは

100Mbps、つまり、現在1.5Mbpsでやり

取りされているNSP IXP に比べると、

NSPIXP2は何十倍もの量のデータがやり取

りできるようになっている。また、世界中

のWWWやFTPの情報を貯めるためのディ

スク、つまり「ナショナルキャッシュ」を

NSPIXP2に置くことも考えられており、従

来のNSPIXPと比べると、パフォーマンス

の飛躍的な向上が期待できる。

現在、NSPIXPに参加している共同研究

者の7割から8割がNSPIXP2の実験にも参

加すると表明しているという。中村氏の予

測では8月の末から9月終わりまでには、十

数社くらいがNSPIXP2へのコネクティビテ

ィーを確保するようになるという。

NSPIXP2の実験期間は2年間が予定さ

れている。2年後には、また新しい技術を

使って作り直すことが予定されている。

接続はプロバイダー同士の合意が
必要

NSPIXP2ではプロバイダーAとプロバイ

ダーBが100Mbpsクラスのネットワーク相

互接続をすることになる。その場合、すべ

てがピアリング（IPレベルでつながる）す

るわけではない。つまり「A社とB社とな

らデータのやり取りができるが、A社とC社

ではやり取りできない」ということが起こ

りうる（図3）。

それは、主にビジネス的な理由によるも

のである。大きなプロバイダーにとって小さ

なプロバイダーというのは顧客であり、従来

のNSPIXPの場合には、各プロバイダーから

NSPIXPまでの1.5Mbpsの回線でのデータ

のやり取りが遅かった。NSPIXPでつながる

のは最低限のコネクティビティーで、きちんと

したサービスとしてのコネクティビティーに

はプロバイダー間で別の線を持っていた。

ところが今度、100Mbpsで高速にデー

タがやり取りできるようなところで相互接

続したときに、NSPIXP2でデータをやりと

りしたほうがプロバイダー間で接続するよ

りもよくなってしまう。今までA社が

1.5MbpsでB社に回線を売っていた場合、

B社が「NSPIXP2につながっているからそ

こでピアリングしたい」と言ったら、A社

にとっては困る状況が生まれる。A社とB

社がもしNSPIXP2でピアリングした場合、

B社はA社にとって顧客ではなくなり、対

等な立場となってしまうからだ（図4）。

実際にデータのやり取りができるかどう

かをつないでいるプロバイダーの判断に任

せるこのような方式は「MAE」方式と呼ば

れている。アメリカのMFS（メトロポリタ

ン・ファイバー・システム）が提供する品目

の1つである「MAE」は、物理的なコネク
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AとBで直接データをやり取りする（経路1）よりも、NSPIXP2を経
由する（経路2）ほうがパフォーマンスが良い。その場合、BはAか
ら回線を買う必要がなくなる。

NSPIXPではA、B、C、Dすべての間でデータがやり取りできるが、
NSPIXP2ではA-D間、B-C間でしかやり取りできない

接続はプロバイダー同士の
合意が必要

パフォーマンスは飛躍的な
向上が期待できる

図3 図4
NSPIXP NSPIXP2
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ティビティーは確保できるが、ピアリング

をするときにはプロバイダー同士で「ピア

リングの契約書」を交わす必要がある。

MAEに接続するあるプロバイダーの場

合、いわゆるメジャーIX「MAE-West」

「CIX」「NAP（ナショナル・アクセス・ポイン

ト）」など、3か所以上にT3以上の回線を

接続しているプロバイダーが自分と対等で

ある、という表明をしているという。対等と

認められないプロバイダーに対してはピアリ

ングが拒否される。NSPIXP2はこの方式を

モデルとしており、国内でも同じことが起き

ることは十分に予想される。

そこで、プロバイダー同士が顧客の関係

にあったときに、IXへの接続とをどう考え

ていくのかということをもう一度考え直す

必要がでてきた。

「全てピアリングする」という約
束がない

NSPIXPが始まったときには、米国のIX

のさきがけである「CIX」方式をモデルに

していた。これは、CIXが管理するルータ

ーがあり、ルーティングなどはすべてCIXが

管理する。したがって、A社からB社へは、

CIXの了解なしには抜けられない。NSPIXP

も最初はこの形式を採ったが、6か月経っ

た段階で、イーサネットの接続口を提供す

るだけの、今の接続になった。

ただし、NSPIXPではすべてを集中管理

する者がいない代わりに、「ここにつながっ

たら全部ピアリングしよう」という参加す

るうえでの約束がなされていた。

NSPIXP2は、オペレーションを各プロバ

イダーの管理にまかせるという点は「1」と

同じだが、「全部ピアリングする」という約

束ごとがない。この点が「1」との大きな

違いである。

NSPIXP2が開始したからといって、従来

のNSPIXPがすぐになくなるわけではない。

しかし、もしNSPIXP2で良好なコネクティビ

ティーがとれるなら、完全に移行することも

あり得る。来年の3月末日まで様子を見て、

その結果、NSPIXP2でのピアリングが非常

にうまく良好にいって、もうNSPIXPの必

要性がなくなったら終局を迎えるという考

え方である。

もしNSPIXP2でのピアリングが非常にぎ

くしゃくし、参加者がうまく協調できない

というような世界になった場合には、「1」

は継続的に残しておかざるを得ない。暫定

で97年の3月末日までは、NSPIXP2への

コネクティビティーを持つプロバイダーは必

ずNSPIXPへのコネクティビティーも持た

なければならない。それは最低限のコネク

ティビティーをなくさないためである。

NSPIXP「1」の場合、そこにつなぐので

あれば、そこにつないでいる他のすべての

プロバイダーとピアリングするという性格

上、つなぐための条件が多少あった。

第一には、不特定多数に向けたサービス

を行っているプロバイダーであることだ。一

般企業がNSPIXPにつないでいいというこ

とになると、商用プロバイダーの商売の邪

魔をしてしまうことになる。

第二に、国際線を別に持っているという

ことが挙げられる。NSPIXPで流している

のは国内のルーティングだけである。国際線

を持たないプロバイダーが単にNSPIXPにつ

ながってきて、そこに世界中の膨大なデータ

が流れると、国際線を持ったプロバイダーの

商売が邪魔されることになるからだ。

このような2点について「審査」が行わ

れていたわけだが、NSPIXP2の方式では

「もっとラフにできるかもしれない」と中村

氏は語る。NSPIXP2の場合、そこに物理

的につないだというだけではだめで、他の

プロバイダーがピアリングに同意してくれ

なければ始まらないからだ。そのプロバイ

ダーがNSPIXP2につなげられる「資格」を

有するかということは、ほかのプロバイダ

ーが評価して決めることなのである。

海外のプロバイダーはNSPIXP2
を目指す

先に述べたように、NSPIXP「1」では国

内のルーティングしか流れていなかった。と

ころが、海外、とくにアメリカのプロバイ

ダーは、アジアへのコネクティビティーを確

保したがっている。NSPIXP2はこのような

海外の声を考慮し、国外のプロバイダーか

らの接続も受け入れることになった。

国内のプロバイダーから見た場合、国際

のトラフィック目当てでNSPIXP2に接続し

てもよいということになる。国外の大きい

プロバイダーがNSPIXP2に1本つなぐ。そ

こを通して、国際線がほしい国内プロバイ

ダーはNSPIXP2につないでもいいというこ

とである。ただし、現状ではNSPIXP2につ

ながるためには、国際線を持っていて、か

つNSPIXP「1」に接続しているプロバイダ

ーに限られる。NSPIXP2が国内のプロバイ

ダーにとって海外への入り口として定着す

るのは、まだ先と言える。

すでに動き始めている
NSPIXP「3」の構想

NSPIXPもNSPIXP2も現在は東京にあ

るが、東京の次にトラフィックが多そうな大

阪に、同じような設備を置く計画がすでに

ある。それがNSPIXP「3」である。「3」の発

想の出発点は、災害対策にある。すなわち、

東京のNSPIXPとNSPIXP2が地震で使え

なくなってしまった場合のバックアップ的

な意味を持っている。基本的にはNSPIXP2

と同じMAE方式で運用される予定だが、

大阪地域に独自なものが必要かどうかも検

討されており、早ければ年内、遅くても来

年3月までには立ち上げるという。

●

NSPIXP「1」の成功により、「いよいよ

法人化か」というような話もあるが、その

ような短絡的な話とは別の次元で、まだま

だ実験し、考えなければならないことは多

いようだ。NSPIXPは国内だけのルーティ

ングしか扱わなかったが、NSPIXP2には海

外のプロバイダーが直接に接続するだろう。

そのような時代では、IXを国内だけのミク

ロな問題としてではなく、国際間のネット

ワークの問題として考える必要がある。
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プロバイダー間の
新たな関係が生まれる

海外とのコネクティビティも
検討する

すでに動き始めている
NSPIXP「3」の構想
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